
＜第４・５時＞

(1) 本時の指導目標 〇調理実習①「魚と野菜を用いた焼く調理」を行う。

(2) 本時の評価規準 〇安全と衛生に気を付け、調理実習に取り組もうとしている。【関・意・態イ】

〇日常食の調理に必要な基本的な調理操作ができる。 【技能ア】

(3) 本時の指導過程 ※太字は、研究のねらいに迫るための３つの手立てを表す。

過
学習活動 教師の指導・支援

生徒の反応と評価

程 研究の手立て など

課 １ 本日の学習目標 ・身支度等を確認し、衛生的な調理を意識

題 を確認する。 させた。

の

把 学習目標：「魚と野菜を使った焼く調理(ホイル焼き)」に挑戦しよう

握

課 ２ 調理室の使い方 ・安全や衛生について十分に気を付けるよ

題 を確認する。 うに確認した。

の

解 ３ 調理実習①の手 ・調理の流れを時系列の図で示し、40分間

決 順を確認する。 で調理することを確認させた。

・調理のポイントを復習することで、基本的な (2)基礎・基本の知識・技能 イ

技能を確認させた。

・調理の手順を師範することで、視覚での

理解を促した。

４ 調理実習①を行 ・机間指導により進度調節や火力調節等の 【関・意・態イ】〇観察

う。 アドバイスを行った。加熱については、 【技能ア】

① 各自１人分の 必ず時間を計るように確認した。 〇観察 〇個人評価表

「ホイル焼き」を ・個人評価表の記入を促し、調理のポイントを (2)基礎・基本の知識・技能アイ

調理する。 意識させた。

② 試食する。 ・魚に火が通っているかの確認は、箸で中

③ 後片付けをす まで確認することを徹底させた。

る。 ・試食中に魚の半焼けに気付いた場合は、

速やかに再度加熱するように確認した。

５ 調理実習①を振 ・調理実習①のよかったことを確認するこ

り返る。 とで自信をもたせた。 ＜２人組調理の様子＞

・本時の調理実習①は、家庭での実践に対

する練習であることを伝え、調理実習で

課題が残った生徒を励ました。

＜個人評価表記入の様子＞
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・焼く調理のポイントを再度確認させること (2)基礎・基本の知識・技能 イ

で、 知識・技能の定着を図った。

〇個人評価表 仲間からの一

言

・安全面や衛生面が完璧だっ

た。

・加熱時間を意識してできて

＜プレゼンテーションソフト資料 兼 ポイント確認カード＞ いたね。

・ちょっと焦げていたけど、

おいしそうにできていた

ね。

活 ６ 家庭での実践課 ・家庭での実践課題①〔あるものクッキングホ (３)工夫・実践 ア

用 題①〔あるものク イル焼き編〕に向け、応用調理例を再度取り

ッキングホイル焼 上げ、家庭での実践への意欲につなげた。

き編〕の見通しを

もつ。

７ 次時の学習内容 ・次時は、「肉と野菜を使った煮る調理」

を知る。 について学習することを伝えた。

☆「ホイル焼き」調理のポイント

・かたい食材は、（ 薄く ）く、（ 小 ）さく

・（ 肉 ）や（ 魚 ）、（ かたい ）ものは、下に置く。

・できるだけ（ 重ね ）ず、平らに。

・調味量は少なめに・・・味が薄かったら、食べる前に何かかける。

・加熱は、まず（ 強 ）火で（ ３ ）分、
（ 中 ）火で（ ７ ）分。その後、材料によって追加する。

火の通りを
よくするため

きれいに包む

火の通りを
よくするため

ふたをする

「ホイル焼き」

強火で３分
中火で７分

食べる前に、
（ ）が通っているか
確認してね！

平成27年度　中学校家庭科

佐賀県教育センター授業の実際　第４・５時－2


